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シナゴーグ
ーーその成立と意義について一一一

羽田功

1. はじめに

ユダヤ人の歴史が苦難と迫害の連続であったことはよく知られている。

古くは，アッシリアによる北イスラエル王国の滅亡や新ノ〈ビロニアによる

ユダヤ人のパビロニア捕囚があり，キリスト紀元直後にはローマに対する

反乱の結果，ユ夕、、ヤ人は祖国を喪失し，世界中に離散することとなった。

ヨーロッパにおけるユ夕、、ヤ人の歴史を振りかえっても，第一次十字軍によ

るラインラント一帯での集団的殺裁に始まり，黒死病期の大迫害， 15世紀

末に起こったイベリア半島からの追放， 17世紀半ばのポーランドで起こっ

たコサックによるユ夕、、ヤ人の大量殺害などを経て，第二次大戦中のホロコ

ースト（ショアー）にいたる絶え間ない迫害の数々を思い出すことができ

る。

しかし，それにもかかわらずユダヤ人たちの内部には「ユ夕、、ヤ人で、ある

こと」の意識が生き延びつづけてきたこともまぎれもない事実である。世

界中に離散（テ、、ィアスポラ）したユダヤ人たちがそれぞれの居留先で組織

した共同体の歴史を見れば，そこには多様な経験のあったこともたしかだ

が，そうした差異を超えて，ユ夕、、ヤ人の間に「ユタゃヤ人」としてのある種

の強固な自己意識があったのである。たとえば，シャパト（安息日）につ

いて紹介する著作の冒頭で，レア・フライシュマンはこの点について，次

のように語っている。

「ユダヤ教が何千年にもわたって保持されてきたこと，また，あらゆ

る種類の迫害や新たなものへと移行するように説き伏せるあらゆる形式
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の試みが行なわれたにもかかわらず，モーセの教えから離れようとしな

かった人々がいたことはけっして偶然で、はない。多くの強力な帝国は滅

び，その文化は忘却の淵に沈んだが，しかし，イスラエルの民の中には

つねに神の言葉をつかんで放さず，周囲の諸民族の圧力や信仰に屈する

ことのない核心が存在していた。内部に閉じこもりながら，ユダヤ人は

その教えを世代から世代へと受け継いでいったのである J<1 ＞。

フライシュマンの触れている「モーセの教えJ あるいは「神の言葉J,

すなわち「トーラー（律法）」あるいは聖書が数千年におよぶユダヤの歴

史を超えて，また，まきに世界中に散らばる離散ユダヤ人の空間的広がり

を超えて，ユダヤ人を「ユダヤ人」たらしめてきたことはまちがいがな

い。そして，イスラエルの地（エレツ・イスラエル），エルサレムに神殿

が存在した聞はこれが民族の宗教的中心であったとすれば，紀元70年にロ

ーマによって神殿が破壊された後は，晩年のフロイトが記しているように

「これ以降，追い散らきれた民族を結束きせてきたのは聖書と聖書をめぐ

って払われてきた精神的な努力であった」（2）こともたしかである。

もちろん，このような民族の歴史や宗教を伝承するための「精神的な努

力J として第一に挙げられるのは，いうまでもなく聖書をはじめとするき

まざまなユダヤ教の聖典編纂作業であろう（3）。だが，それと同時にこれら

の聖典をユダヤ人たちに教え伝える制度・施設を整備することも重要な

「精神的な努力」のひとつであったことを忘れてはならない。そして，そ

の制度・施設の重要な構成要素のひとつがシナゴーグであり，その典礼に

はかならなかった。

「ユダヤ会堂」とも「ユダヤ教会堂j とも訳されるシナゴーグは，ユダ

ヤ人の長い歴史の中にあって，多くの時間を宗教上の中心施設として，ま

たユダヤ人共同体のコミュニティセンターとして求心的な役割を果たして

きた。特に神殿を破壊され，祖国を追われたユタゃヤ人たちが本格的な離散

生活を始めてからはシナゴーグは祈祷の行われる「霊的な中心地」（4）とし

てだけでなく，離散ユダヤ人たちをその歴史と伝統につなぎとめる「魂の

故郷」（5）としてもその意義をますます高めていった。その意味では，ユダ
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ヤ人にとって，シナゴーグこそは時間と空間を超えて，自分たちがユダヤ

人であることを確認するために不可欠な場所だったのである。

ここでは，それ自体が長い歴史を誇るシナゴーグについて，特にキリス

ト教ヨーロッパとの関連も視野に収めながら ユダヤ第一神殿破壊から聖

典編纂作業の終了時期あたりまでの時代を中心にその成立事情と意義につ

いて検討を加えてみたい。

2. シナゴーグの起源と成立

シナゴーグの起源についてはさまざまな説があるが，中でもこれをもっ

とも古く想定しているのは新約聖書の使徒言行録15.21である。そこでは，

モーセの慣習にしたがってキリスト教徒にも割礼を求める声に答えて，ヤ

コブが「モーセの律法は，昔からどの町にも告げ知らせる人がいて，安息

日ごとに会堂で読まれているからです」と，シナゴーグの成立がモーセの

律法授与の時代まで遡ると受け取ることのできる発言をしている（6）。

あるいは，紀元前586年にはじまるパビロニア捕囚の時代にシナゴーグ

の起源を求める説もある。その根拠としては，エゼキエル書11.16の「主

なる神はこう言われる。「確かに，わたしは彼らを遠くの国に追いやり，

諸国に散らした。しかしわたしは，彼らが行った国々において，彼らのた

めにささやかな聖所となったJ」が挙げられているが，本来の「聖所」た

る神殿に代わるこの「ささやかな聖所J を本格的なシナゴーグと同一視で

きるかどうかについてはかならずしも見解が一致しているわけではな

い（九しかし，バビロニア捕囚期は，祖国とソロモン神殿（第一神殿）を

失ったユダヤ人にとって民族と宗教が存亡の危機に見まわれた時代であ

り，それゆえにユタホヤ人の民族的・宗教的結束が高まり，むしろユダヤ教

の基盤が確立・強化きれた時代でもあった。とすれば，捕囚民たちがその

危機を克服するための必要から集会や礼拝のための場所を生み出したこと

は十分に考えられる。少なくとも，捕囚のユダヤ人たちが預言者エゼキエ

ルのもとに集まって祈りを捧げたり，神の言葉たるトーラーを学んだこと

はほぼ確実で、ある。また，ペルシアのキュロスによる解放後に，捕囚民た
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ちがこの慣行をイスラエルの地に持ち帰ったこともまちがいない。

その後，シナゴーグがどのよっな歴史的発展を見せたのかについてはな

お不明な点が多く残きれているが，文献的には1902年にアレクサンドリア

近郊20キロほどにあるシェディアで発見された大理石柱の碑文がシナゴー

グについて触れた最古の記録とされている。この碑文からは，紀元前 3 世

紀後半，ユダヤ人たちがエジプト王プトレマイオス三世（在前246-221)

とその妻にシナゴーグを奉納したことを確認することができる。遺跡とし

ては紀元前 2 世紀後期，ギリシアのキクラデス諸島にあるデロス島に残る

シナゴーグが最古のものとされている（8）。

シナゴーグについて言及するその他の記録としては，まずタルムードを

挙げることができる（9）。タルムードに関して第一に触れておくべき点は，

これがエゼキエル書の「さきやかな聖所」をシナゴーグと解釈しているこ

とであろう（10）。きらにタルムードによれば， 1 世紀頃のアレクサンドリ

アには数多くのシナゴーグが存在し，中でも大規模なシナゴーグにはきま

ざまなユダヤ人職業ギルドのメンバーがともに席についていたことがわか

る。そこには，この大シナゴーグを見なければ，「イスラエルの栄光を見

たことにはならないj ときえ記されている（11）。あるいは，同じタルムー

ドにおいてへロデによって大規模な改築が行なわれた「神殿を実際に目に

したことのない者は，人生において壮麗な建築物を見たことがあるとは言

えない」（12）と誕われた第二神殿が70年にローマによって破壊されたときに

は，エルサレム市内には480 もしくは394のシナゴーグが存在したことや，

神殿の山の上にもシナゴーグがあったことにもタルムードは触れてい

る (13）。また，先にも触れた新約聖書の使徒言行録にもイスラエルの地以

外のディアスポラにおけるシナゴーグについて数多くの言及が残きれてい

る（14）。

いずれにせよ，こうした記録からわかるのは，紀元 1 世紀には，イスラ

エルの地にもディアスポラにも，シナゴーグがすでに確固たる制度・施設

として定着していたことである。
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3. 神殿とシナゴーグ

それでは，シナゴーグとはどのような意味と機能を持つ制度・施設とし

て成立したのだろっか。ひとことで言えばシナゴーグは礼拝のためにユダ

ヤ人が集う場所として，また宗教上の教えを受ける場所として誕生した。

古代においては，これに裁判所の機能も付加されていた（1ヘシナゴーグ

に求められたこれらの意味・機能のうち，特に最初に挙げた二点は当時の

ユダヤ教とユ夕、、ヤ人の置かれていた状況についていくつかの重要な問題点

を語っているが，これらの問題を考える場合，避けて通れないのが神殿の

存在である。そこで，まず神殿についてその成立事情と性格について眺め

ておきたい。

奴隷状態にあったユダヤ人（へブライ人）たちを率いて出エジプトを果

たしたモーセは，神との契約の徴としてシナイ（ホレブ）山上で神によっ

て十誠を記した石板を授けられた。この十誠はやがてユダヤ教の基本聖典

たるトーラーへと発展し，神によって約束されたカナンの地に定着したユ

ダヤ人たちはこのトーラーを中心として古代のイスラエル宗教共同体を成

立させることになる (16）。この間，神との契約の徴である石板は「契約の

箱」と呼ばれる聖植に納められ，シロの聖所に安置されてユダヤ人の信仰

の中心を形成していた。しかし，ペリシテ人による圧迫が強まった士師時

代の末期にあたる紀元前1050年頃にシロが破壊され，「契約の箱j はペリ

シテ人によって奪われてしまった。

「契約の箱」がふたたぴユダヤ人の子に戻るにはダビデの登場を待たね

ばならなかった。ユダヤ王国の初代国王サウルがペリシテ人との戦いで戦

死した機会を捉えて，ユ夕、、の，次いでイスラエル全土の支配者となったダ

ビデは，エブス人の都市国家として中立的な位置にあったエルサレムを首

都と定め，ペリシテ人から奪い返した「契約の箱」をエルサレムのシオン

の山へ運び入れ，ここに幕屋を築いてこれを安置したのである。ダビデは

さらに幕屋に代わる本格的な神殿の建設を計画したが，サムエル記下7の

ナタン預言にあるように，これを実現したのはダピデの王位を継いだソロ

(63) 



モンであった。これが第一神殿（ソロモン神殿）である。この第一神殿

は，ソロモンの死後，王国が北イスラエルと南ユダに分裂し，前722年に

北王国がアッシリアによって滅ぼされた後のヒゼキヤの時代には南ユダに

おける唯一の礼拝所として，また前 7世紀後半のヨシアの時代には民族全

体の唯一の聖所としてその地位を最終的に確立することになった。

だが，南ユダ王国も新パビロニアによって前586年に滅亡し，ユダヤ人

は捕囚民としてパビロニアに連行きれることになる。いわゆるバビロニア

捕囚であるが，このとき壮麗きと規模の大きさを誇った第一神殿はエルサ

レムとともに徹底的に破壊きれ，ユダヤ人はその民族的・宗教的中心を一

度に喪失したのである。

パビロニア捕囚という異邦における危機的な状況にあって，なお自分た

ちの過去とのつながりを保持し，民族的・宗教的な独自性を守り，共同体

意識を活性化させ，さらにそれを強化させるには，ユ夕、、ヤ教の指導層は，

神殿に頼ることなく捕囚民たちを一体化させ，民族の歴史と宗教の保守へ

と駆り立てる道を探るしかなかった。そして，そのために捕囚期の預言者

が選び、取ったのが， トーラーから朗読を行ない，神の警告と慰めを語り，

また，それらを通して捕囚民たちに律法を教授するという方法であった。

特にシャバトやさまざまな民族・宗教の記念日にはユダヤ人たちは預言者

のもとに集まって，その言葉に耳を傾けた(17）。その限りでは，こうした

仕組みゃ方法は，神殿に代わるものとして意識的に選ぴ取られたというこ

とができる。そして，これが後にシナゴーグにおいて定期的に催きれるこ

とになる礼拝の端緒ともなったのだった。

しかし，ここで注意する必要があるのは，それにもかかわらず，捕囚期

に生まれ，後のシナゴーグの原型となったと考えられるこの集会と礼拝の

場はけっして神殿の代替物ではなかったという点である。何よりもナタン

預言の中で神は次のように語っていた。

「あなたが生涯を終え，先祖と共に眠るとき，あなたの身から出る子孫

に跡を継がせ，その王国を揺るぎないものとする。この者がわたしの名

のために家を建て，わたしは彼の王国の王座をとこしえに堅く据える
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…・あなたの家と，あなたの王国は，あなたの行く手にとこしえに続

き，あなたの王座はとこしえに固く据えられる」（サムエル記下 7 .12-

16）。

つまり，この預言以降，ダビデ家と王国あるいはその首都たるエルサレ

ムおよび神殿は不可分・一体のものとして理解きれることになるのであ

る。したがって，万が一バビロニアがそれを許したとしても，そもそもが

捕囚の地に神殿やそれに代わるものを建てることは不可能で、あった。さら

には，パビロニア捕囚後の第二神殿時代に，すでにシナゴーグがイスラエ

ル内外に数多く建設されていたことからも，また，シナゴーグにおける礼

拝が祈祷とトーラーの朗諦に限られ，神殿祭儀の根幹をなす供犠の儀式が

導入きれなかったことからも，神殿とシナゴーグが明確に区別きれていた

ことは明らかである。

あるいは預言者ミカをはじめとする代々の預言者たちが，ユダヤ人がト

ーラーに違犯すれば神殿が破壊されることを繰り返し警告していたことを

思い返してもよいだろフ（18）。だからこそ， トーラーに背いたために祖国

と神殿を失ったとされたパビロニアの捕囚民たちはあらためてトーラーを

学習・遵守し，またエゼキエル書40-48に語られる神の慰めの言葉と新た

な神殿のイメージを心のより所に宗教と民族の再生に望みを託したのであ

る。つまり，「第一神殿の破壊とこれに続くバビロニア捕囚は，ある意味

では預言者の地位の勝利」(19）を意味していたのであり，イスラエルの地へ

の帰還後に捕囚民たちが中心となって神殿を再建してからも，神殿におけ

る祭儀とともにユダヤ教の伝統の中にトーラーの学習・遵守が確固たる位

置を占めるようになったのも当然のことであった。それは，神殿宗教とし

てのユダヤ教の大きな変質を物語る，「ユダヤ民族とユタゃヤ教の辿ってき

た一つの時代の終罵を意味していたj<20）のだった。

しかし，同時に次の点も考慮する必要がある。それは，シナゴーグが神

殿とは性格を異にする施設であることを認めたうえで，タルムードが断定

しているように，なおそこには神殿の代替物としての機能が生きているこ

とである。もちろん，時代とともに， もっぱら供犠の儀式に重きを置き，
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聖典についてはモーセ五書にしか普遍性を認めようとしない特権的な祭司

階級によって司られる神殿礼拝はしだいに民衆の支持を失い，捕囚期の預

言者夕、、ニエルに由来するといわれる祈稽と（21），同じく捕囚期のユダヤ人

の宗教生活を支えたトーラーの学習がいよいよ重要性を増していったこと

はたしかだった。したがって，第二神殿の中庭にシナゴーグあるいはこれ

に類した施設が存在し，祈祷とトーラーの朗諦が神殿の礼拝に組み込まれ

たこととシナゴーグにおける祈祷の時刻が神殿における悟祭の時刻に従っ

て決められていたことを併せて考えるならば（22），当時の神殿とシナゴー

グは相互に影響を及ぼしあう並存関係を保ちながらも，第二神殿の建設か

らその崩壊にいたる数百年をかけて，ユダヤ入社会の内部では民族の宗教

生活と共同体の核心は神殿からシナゴーグへとゆっくりと移行していった

というべきなのだろう。

4. シナゴーグの意味と役割

だが，それにもかかわらず，ユダヤ人にとって神殿こそがもっとも聖性

の高い場所であることに変わりはなかった。たとえば，祈祷にしても，祈

りを捧げる者はどこにいようと顔をエルサレムと神殿の方向に向けなけれ

ばならなかったし，神殿の山の聖性は聖都エルサレムの町全体が持つ聖性

にまきり，神殿自体にしても，至聖所に近づくにつれてその聖性は高まっ

ていくと考えられていた（23）。つまり，少なくとも現世におけるユダヤ人

の宗教生活の究極点は神殿とその至聖所にはかならなかった。そして，こ

れと同じ考え方はシナゴーグにも適用されている。しかも，それはシナゴ

ーグの建物のみならず，内部の構造にも反映しているのである。

まず，シナゴーグの建物に関して見れば，先に触れた夕、ニエル書に立ち

戻る必要がある。そこには，「ダニエルは……家に帰るといつものとおり

二階の部屋に上がり，エルサレムに向かつて聞かれた窓際にひざまづき，

日に三度の祈りと賛美を自分の神にきさげたJ （ダニエル書 6 .11）と記き

れている。この故事に倣って，シナゴーグで祈る者はエルサレムに顔を向

けなければならず，またダニエルの部屋に窓があったので，シナゴーグに
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も窓がなければならなかった（24）。

さらに，シナゴーグの礼拝における祈祷と並んで，いやむしろ祈祷以上

に重要視きれていたトーラーの朗請のために（25），シナゴーグにはトーラ

ーを記した巻物が置かれていた。これはタルムードではノアの箱舟を意味

するテーヴァーといっ語が当てられ，中世においてはアロン・ハコデシュ

と呼ばれた聖橿に納められていたが， トーラーの巻物とこれを納めた聖橿

はともにシナゴーグの中ではもっとも聖性の高いものと考えられてい

た凶）。この聖橿は，初期のシナゴーグでは移動可能な大型の容器に収め

られ，礼拝所の外に保管されていたが，やがてエルサレムに向かった壁面

に小さなアプシスあるいは壁寵を設けてここに安置されるようになった。

さらに，この聖植の前にはカーテンがかけられているが，これは明らかに

神殿の至聖所を連想、させるものである。というのも，かつて神殿の至聖所

は二枚のカーテンによって聖所から仕切られていたからであった（27）。

しかも，ここで重要なことは，聖橿とその安置場所がたんに至聖所を模

したものだという点にあるのではない。とりわけ，第二神殿が破壊され，

ユタゃヤ人が世界中へ離散してからは，祖国の再興と神殿の再建はユダヤ人

すべての悲願となっていた。それはまた，この悲願を実現するためにやが

て到来するはずのダビデ家の血筋を引くメシアの登場への期待とも重なっ

て，たとえばシナゴーグの典礼で唱えられる祈祷の根幹をなすシュモー

ネ・エスレ，あるいはテフィラともアミダーもと呼ばれる十八祈祷の中に

表現きれている。特に第十四祈祷には「あなたの町，エルサレムに目を向

けてください。あなたのシェキナーをこの町に住まわせて，早く，わたし

たちの生きている間にあなたの正義が住まう町にしてくだきい。その町が

すべての民族にとって祈りの中心となりますように……J と，また第十五

祈祷には「わたしたちの生きている聞に，あなたが，あなたの僕たるダビ

テ、、に与えられた約束，正義と慈悲の中であなたが世界を支配されるという

約束を成就してください。急いであなたの光で世界を照らしてください

ーというのも，わたしたちはあなたの助けを待ち望んでいるからですJ

とある（28）。
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ところで，ユ夕、、ヤ社会史の大家のひとりであるヤーコプ・カッツはメシ

アニズムについて次のように語っていた。

「人間社会の理想的な状態を期待すること，それも過去の伝説的な英雄

によって未来のある時に招来きれるであろう理想的な状態を期待するこ

とは，ひじように広範囲に見られる，ほとんど人類に普遍的といっても

よいほどの理念である。こうした理念にほぼ共通する特徴として，こう

した期待される状態をその社会の歴史において理想的で、あった過去の時

代に合わせようとする傾向を挙げることができる。その結果，未来の救

済は何かまったく新しいもの示すといっよりは，むしろ失われた財産の

回復として行われるのである J＜問。

たしかに，上に見た二つの祈祷にしても，神の正義と慈悲のうちにある

神の王国の実現に対する期待は言 7 までもなしこの期待を支えているの

が「失われた財産」，すなわち神に選ばれたダビテ1 ソロモンの時代の栄

光と繁栄を謡歌したエルサレムとナタン預言を通して神によって永続を保

証きれていたダビデ王朝の記憶であることがそこからは読み取れる。シナ

ゴーグにおける礼拝自体が未来における神殿の再建までの代理礼拝として

の性格を持っていることを考えれば（30），シナゴーグにおいて祈願きれる

ユダヤ人のメシア待望は，カッツが述べるように，まさに過去の栄光と未

来の勝利がみごとに結びついたヴFィジョンとして構想されているといえる

だろう。

とすれば，シナゴーグの中でエルサレムに向かつてテフィラを唱えるユ

ダヤ人たちは，そのときまちがいなくエルサレムの過去と結ぴつきなが

ら，同時に未来のエルサレムをも幻視していたはずである。いや，それだ

けではない。朗請によって耳に響き入るトーラーの言葉ばかりでなしそ

のときユダヤ人たちの目の中で，聖植を安置するカーテンで覆われたアプ

シスや壁禽はユダヤ神殿の至聖所そのものへと通じ， トーラーの巻物とそ

れを納めた聖植は至聖所から失われて久しい「契約の箱J と重なって映っ

ていたのではないだろうか。

もちろん，こうした過去と未来を連続的につなぐ時間の中で，未来の出
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来事は世界の創造者であるばかりでなく歴史の主宰者でもある神の専管事

項であることに変わりはなかった。だが，少なくともシナゴーグで倦むこ

となく繰り返し朗諦きれるトーラーは「過去の歴史の宝庫であったばかり

でなく，歴史全体についての啓示きれた範例でもあった」（3九また，ユダ

ヤ人は「歴史には地上に神の王国を樹立するというひとつの目的があり，

ユダヤ民族にはその過程で中心的な役割がある」（32）ことも痛いほど認識し

ていた。ユダヤ人にとっては，これこそが神がイスラエルとの聞に結んだ

契約の本質にはかならなかった。しかも，ユダヤ人にとって，神がイスラ

エルの民と結んだ契約は永遠のものであり，けっして解消されることはな

かった（問。つまり，この契約の最終的な実現に向かう努力こそが，ユダ

ヤ人をユダヤ人たらしめる最大の要因だともいえるのである。

その意味では，シナゴーグの聖橿は空間的にひとつの頂点を構成するキ

リスト教会の祭壇とは根本的な違いを見せている。それはそこにすべてが

集約きれる場所ではなしむしろ，民族と宗教の過去につながりつつ，

「勝利に輝く未来」へ向かつて「その背後に控えている出来事へと通じる

玄関ホール」（34）でもあったのである。

5. まぼろしの「現在」

シナゴーグが祈祷やトーラーの朗諦あるいは聖植を通して礼拝者たちの

前にユダヤ民族の過去と未来とを一体のものとして現出きせることで，ユ

ダヤ人たちは自分がそこに展開される壮大な歴史のドラマに連なる民族の

一員であることを確認した。したがって，シナゴーグとその典礼はある種

の集団的記憶の形成と伝承の場であり，そのための仕掛けであるともいえ

るだろう。だが，たとえばアシュケナージ系ユダヤ人とセファルディ一系

ユダヤ人の区別を持ち出すまでもなく，その同じユダヤ人たちが，離散先

でさまざまに異なる環境の中で暮らし，それぞれに独自の時間を刻んでき

たことも事実であった。とすれば，そのときユダヤ人たちにとって，目の

前に展開きれる「現在」とはどのような意味を持っていたのだろうか。

これについては，イェルシャルミが中世ユダヤ人の年代記を例に取りな
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がら，そこには「出来事を昔のこととし，概念的な枠組を作りあげる傾向
アーキタイプ

……新しい大きな出来事さえもありふれた元型にあてはめてしまう傾向

があったJ<35）と語っている。これは， とりもなおさずユダヤ教の聖書がす

でに後に起こるあらゆる歴史上の出来事を先取りして提示しているとユダ

ヤ人たちが理解していたことを意味している。あるいは，たとえ現実に何

が起ころうとも，それはことごとく神の計画・配剤によって出来したもの

でしかなかったといっ歴史認識といつこともできる。古くは北イスラエル

王国を倒したアッシリアにしても， じつは神に背いたイスラエルの民に対

する神の怒りの手段でしかなく，ノ〈ビロニア捕囚もまたイスラエルの犯し

た罪に対する神の罰にはかならなかった。さらにはそのバビロニアを滅ぼ

し，捕囚民のイスラエルの地への帰還を許したペルシア王キュロスも神が

遣わした解放者として，また，ローマによる第二神殿の破壊にしてもユダ

ヤ人の罪と神の罰として受け取られていた（問。いずれにしても，この観

点に立てば，「現在j においては何ひとつ偶然的なことも新奇なことも起

こることはなく，神とユダヤ人の聞に展開されるドラマの枠組の中ですべ

ては「元型J に収赦することになるのだった。

たしかに，イェルシャルミのこ 7 した見解は，アモス・フンケンシュタ

インが指摘するようにキリスト教の予型論的な考え方と大きな違いはない

かもしれない（37）。また，同じくフンケンシュタインが語るように，「12世

紀に至るまで，キリスト教ヨーロッパは現在の出来事を聖史における重要

な出来事とは見なしていなかった。彼らは，原始キリスト教とキリストの

再臨，つまりキリストの第二の「出現」までの聞の世界は……「年を重ね

る」以外には何も起こらない時代」（問であったと考えていたのだとすれ

ば，「現在J に関する認識にも大差はないといえるだろう。しかし，フラ

イシュマンが記す次の一節からは，それでもなおユダヤ人の歴史意識と聖

書に対する基本的な姿勢を確実に読み取ることができる。

「イスラエルの子供たちが苦役を強いられたエジプト，強力なファラオ

に率いられた豊かなエジプトの文化は溶けて流れきってしまった。強大

なバビロニアの支配者ネブカドネザルは第一神殿を破壊したが，そのパ
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ビロニアが残したものはわずかに考古学的な痕跡にすぎなかった。ヘレ

ニズムの神々と，第二神殿を破壊し，イスラエル民族を離散へと追いや

った広大なローマ帝国が残したものは，いくつかの彫刻と文書だけであ

った。しかし，モーセに告げられた言葉は生命を保ちつづリた」（39）。

トーラーあるいは聖書の言葉は時間と空間を超えてたしかに生き延び

た。その強靭な生命力は，たとえば 2 世紀のローマ皇帝ノ＼ドリアヌス（在

117-138）の時代に由来するエピソードからも窺い知ることができる。こ

れによれば，ハドリアヌスがユタゃヤ人に対してトーラーの学習を禁止した

ことがあった。ところが，この禁令を破つであるラビが公然とトーラーの

教授を行なったために火刑に処せられることとなった。ローマ人はこのラ

ビの体に羊皮紙に記されたトーラーの巻物を巻きつけて火を放ったとい

う。そのとき，処刑に立ち会ったラビの弟子たちが「師よ，何が見えます

か」と尋ねた。するとラビは「トーラーの燃える様が見える。だが，わた

しには空中を漂うトーラーの文字も見えるのだ」と答えた（州。

いうまでもなく，空中に漂うトーラーの文字はラビの死と共に雲散霧消

してしまうのではない。それは，たとえこの地上のどこでなにが起ころう

ともつねに空中に漂いつづけ，神の尊厳の現存とされるシェキナーのよう

にたえずユダヤ人たちと共にありつづけるのである（4九

それにしても，成文化きれることで永遠の生命を獲得したはずの聖書き

えもが，ついには羊皮紙という物質を離れて空中を漂いはじめることでよ

り強力で柔軟な存在へと自らを昇華させていく。まるで民族の離散という

運命に符牒を合わせるかのような，こうしたユ夕、、ヤ教の生命力を考えるな

らば，ユダヤ人たちが二千年近くにおよぶ離散生活をユダヤ教の教えから

逸れることなくまさに「ユ夕、、ヤ人J として生き延びたことも納得ができる

だろう。また，そのとき，離散の地における目前の「現在j とともに，あ

るいはそれを超えて身近に存在をつづける神のシェキナーと空中に漂うト

ーラーの文字は，離散ユダヤ人にとってはその過去と未来を凝縮した「ユ

ダヤ人の現在」として目前の出来事よりもはるかに大きなリアリティを持

っていたにちがいない。いや，ユダヤ人にとって，離散の地に展開される
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「異邦人の現在」あるいは「宿主社会の現在」はひょっとしたら「ユダヤ

人の現在」と比べれば「メシア到来までの停滞した時間」（42）にすぎず，

「空白」にも等しいものと映じていたのかもしれないのである。

そして，これをシナゴーグにあてはめるならば，それがトーラーを納め

た聖橿を安置し，祈祷とトーラーの朗請が行なわれる重要な場所であると

しても， じつはシナゴーグの建物自体には大きな意味が与えられているわ

けではなかった事実と符合する。ユ夕、、ヤ教で、は，宗教上の成人式であるパ

ル・ミツバを済ませた十三歳以上の男性信者が十人集まるとシナゴーグ共

同体の形成が認められる。そして，たとえどこであろっと，その十人が礼

拝のために集うとき，その場所がシナゴーグと見なされる。つまり，建物

という物質ではなく， ミンヤンと呼ばれるこの「十人という定数こそが，

もっとも基本的な意味においてシナゴーグを構成しているといえる J＜州の

である。

とすれば，祈祷， トーラーの朗請といった礼拝に加えて聖書の学習や研

究，司法機関，共同体の管理機構や集会所が集中し， ときとして旅行中の

同朋の宿泊施設ともなったシナゴーグとその関連施設はまさに民族のコミ

ュニティセンターと呼ぶにふさわしい機能を作り上げたといえるだろ

う（叫）。しかも，そこに流れる時間は共同体とシナゴーグを取り巻く周囲

の世界の時間からきっぱりと切り離された「ユダヤ人の現在」であった。

その意味では，シナゴーグは不可視かつ普遍的な存在であるユダヤ教の神

の特性を，またそうした神とイスラエルの民の問で、結ばれた永遠の契約を

みごとに体現しているのである。

6. 逆襲する「現在」 おわりにかえて

これまで，おもに成立期から制度・施設としての確立期にかけてのシナ

ゴーク、、に焦点をあててその特徴を探ってきたが，そこに見られた「ユダヤ

人の現在j を保持し，強化するというシナゴーグの機能はユダヤ人の離散

生活が長ヲ｜くに連れていよいよその重要性を増していくことになる。だ

が，それは同時にシナゴーグからそうした機能を奪い去り，無効化しよう
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とする勢力の圧力を強める効果を持っていたことも忘れてはならない。宿

主社会から見れば，それは自己の体内に寄生しながら，頑として周囲の組

織に融合しようとしないやっかいな異物に等しいものであった。少なくと

も，それがキリスト教社会を離散の地と定めたユダヤ人に対するキリスト

教会の見方であったことはたしかである。これを「ユダヤ人の現在」に対

する「宿主社会の現在」の反発・逆襲と呼んでもよいだろう。しかも，そ

の反発と逆襲は思いのほか早くやってきたのである。

ハドリアヌスの時代からほぼ百年の後，ユーフラテス河畔にある小アジ

アの町カリニクム（現シリアのラッカ）でシナゴーグ放火事件が起こっ

た同）。この事件は計画的なもので，これを示唆したのは地元の司教であ

った。この事件の報告を受けると，ユタ＊ヤ人を保護すべき立場にあったロ

ーマ皇帝テオドシウス一世（在379-395）は，早速カリニクムの司教にシ

ナゴーグの再建を命じた。ところが，当時キリスト教界にあって絶対的な

権力をふるっていたミラノ司教アンプロシウス（340頃－397）がこの命令

にはげしく異論を唱えた。それどころか，「キリストを否認する場所がこ

れ以上存在しないようにするためにJ<46）自らが放火犯人であるとさえ名乗

りでた。こうなると皇帝にもなすすべはなかった。皇帝はミラノ司教の声

に屈したうえ，キリスト教徒とユダヤ人の異宗間結婚を禁じる法律の施行

を認めきせられる破目になったのである。

このときアンプロシウスはシナゴーグを指して「シナゴーグは不信仰の

場，神を畏れぬ者たちの集まる所，狂気の隠れ家，神ご自身によって呪わ

れた場所である」（47）と口を極めて罵倒したが，この初代教会教父の言葉は

その後のシナゴーグの運命を先取りするシグナルであったともいえるだろ

う。そして，このシク＊ナルに即座に答えたのが，アンプロシウスとほぼ同

時代を生きたコンスタンティノープル司教ヨハネス・クリュゾストモス

(344/355-407）であった。クリュゾストモスによれば「シナゴーグは売

春宿，悪徳の家，悪魔の避難所，サタンの要塞，魂の腐敗，あらゆる災い

を秘めた深淵」（48）にはかならなかった。

だが，その千年後になってもこのシグナルの響きは衰えてはいなかっ
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た。しかも，このときの応答者は，教会教父たちが組織の確立に心血を注

いだキリスト教会の大分裂を引き起こしたマルティン・ルターであった。

晩年に多くの反ユダヤ文書を発表したルターは，特に1543年の『ユ夕、、ヤ人

とその虚偽について』の中てコユダヤ人たちが「キリストとわれわれを編

し，口汚く罵り，呪い，つばを吐きかけ，冒潰している」（州場所であるシ

ナゴーグを焼き払うよう諸侯に提言しているのである。

それにしても，自分たちの過去と未来にしっかりと視線を据え，自らの

使命を自覚している者たちに対して，本来ならば彼らとは直接関係ない周

囲の社会の「現在j に目を向けるよう求めたとしても，望ましい反応が返

ってくるはずがなかった。それでもなお，この両者が共存していかねばな

らないとしたら，そこに強い緊張関係が生じるのは避けがたいことであっ

た。しかも，その緊張関係が強まれば強まるほど，ユダヤ人たちの過去と

未来への憧憶も深まり，「ユダヤ人の現在j に固執することとなる。それ

がまた，周囲の苛立ちと不満を募らせる。これを端的に表していたのが，

シナゴーグを焼き払おうとした，また，後には「洗礼か死か」の選択肢を

突きつけてユ夕、、ヤ人に執拘に改宗を求めたキリスト教会の態度であったこ

とはいうまでもないだろう。

神殿を失って一人立ちを余儀なくきれたシナゴーグは，こうして中世に

入ると離散ユダヤ人とともに否応なく「宿主社会の現在」すなわちキリス

ト教ヨーロッパ社会の歴史の渦に飲み込まれていくのである。
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